１年後期　生物科学Ⅱ(未履修クラス)　 第５回2012.10.30「種分化と系統進化」

◆スライド１　進化の機構
　・分子進化：自然選択は中立(無関係)
　・表現型進化：体の構造・生理・生態など。自然選択に影響を受け、進化速度は種や時代でかなり変わる

◆スライド２　表現型レベルの進化
　・グッピーの例……上流にいるグッピーは派手で斑点あり、大型→派手な方がメスにモテる(目立つ)ので繁殖能力が高い
　　　　　　　　　　下流では、カワスズメ(捕食者)に見つかりにくい地味で斑点が少ないグッピーが生き残った
　・右のグラフは人工池での実験結果
　・タップミノーはグッピーとの利害関係なし

◆スライド３　性選択
　・性選択：繁殖力にかかわる自然選択(同種個体間)
　・右のグラフ……尾っぽをつけたして長くしたオスがメスの人気をかっさらった

◆スライド４　選択のパターン
　□安定化選択：比較的少ない形質の個体が減る→均一化・平均化・差がなくなる
　□分断化選択：多い形質の個体が減る→２つの形質の集団に分かれたように見える
　□方向性選択：特定の形質の個体以外が減る→最初の形質とは異なる形質に集団全体が変化したように見える

◆スライド５　生物の種分化
　・生物学的種：隔離され、遺伝子を共有し合えるような個体の集まり
　・交配前隔離：交配すら起こらない
　　　　□地理的隔離：遠すぎ
　　　　□生態的隔離：花の咲く時期が違いすぎ
　　　　□機械的隔離：形的に無理
　　　　□配偶子隔離：配偶子的に無理
　・交配後隔離：交配はできるが……
　　　　□雑種致死：すぐに死んじゃう
　　　　□雑種不妊(不稔)：子は育つがその子に繁殖能力がない(不妊は動物、不稔は植物)
　　　　□雑種崩壊：雑種不妊(不稔)が孫以降に現れる

◆スライド６　種分化の様式
　□異所的種分化：親集団が地理的・物理的に隔離→独自に変異を蓄積
　□辺所的種分化：親集団の一部が物理的に移住→独自に変異を蓄積
　□側所的種分化：親集団の内部で一部が特定の変異を蓄積→集団内に広がる
　　　　※広大な地理的空間で起こったりする(寒い場所と暖かい場所があるなど)
□同所的種分化：親集団の内部で突然変異が起きある程度広がるが、同一空間に混在

◆スライド７　びん首効果・創始者効果
　・左の絵３つは種分化の例(生態的隔離……距離的には離れているが隣の集団まで花粉が届くヒマワリがあったとき、最初は真ん中の群を介して遺伝子を共有しているが、真ん中の群がなんらかの要因で絶滅すると交雑できなくなる)　ちょっとあやしい説明？？？
　・びん首効果・創始者効果：小さい集団だと独自の集団が発達しやすいことの説明

◆スライド８　倍数体形成による種分化
　・右図での正しい配偶子はｎ＝３。２倍体配偶子は２ｎ＝６になっている。２倍体配偶子同士で受精すると４倍体となる。(ちなみに４倍体は生殖可能)
　・下図はコムギの進化のようす。パンの原料のパンコムギは６倍体

◆スライド９　ダーウィンフィンチの適応拡散
　・南米大陸から来たフィンチが、ガラパゴス諸島で広がりながら、島ごとの環境に適応し進化した

◆スライド１０　ウマの進化
　・ウマの祖先はヒラコテリウムだが、ウマはたまたま生き残った子孫(系統進化の例)
　　→「現在生きている種がすぐれていてそこまで一直線に進化してきた」わけではない
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◆スライド１１　動物相の変遷
　・それぞれの時代でそれぞれの生物がいたという図
　・カンブリア紀型動物群は現在ほとんど残っていない
　・古生代型動物群は古生代末に激減した
　・比較的新しい現代型動物群が現在繁栄している

◆スライド１２　生物の大量絶滅
　・５回。生命史上最大は古生代末の絶滅

